
 

                                            

■地震
じ し ん

（Earthquakes）                                                                 【大きく揺れた時の行動】    【     地 震 時 及 び 直 後 の 行 動       】  

                                  

●日頃
ひ ご ろ

の備え
そ な え

（Be Prepared for an earthquake at all time） 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

日本は世界でも有数の地震の多い国です。１９９５年１月には兵庫県を中心

に大きな地震が発生し、大きな被害をもたらしました。また、東海地方など近

い将来大きな地震の発生が心配されている地域もあります。 

大地震による被害を最小限にできるかどうかは、日ごろの十分な備えと地震

がおきたときに適切な行動がとれるかにかかっています。 

地震が起きたときのために、日ごろの備えをしておくことと、地震の心得を

十分頭に入れておく必要があります。 

1) 水と食べ物の備蓄を万全に 

阪神淡路大震災でもそうでしたが、地震の後、すぐに困るのが水と

食べ物です。 

最低３日分を用意しておきます。水の必要量は１日１人３リット

ル。保存水、ミネラルウォーターなどを用意しておきます。また、初

期消火や水洗トイレ用に浴槽に水をためておくと良いです。食べ物

は、缶詰、カンパン、ビスケットなど長期保存のきくものを常備して

おきます。保存期間をチェックして時々入れ替えます。 

 

2)家具の固定と落下物の対策 

 家具の転倒による圧死やケガの心配がありますので、家具を固定し

たり落下しそうな物を点検してください。また、ガラスが散乱したと

きのために、座布団やスリッパ、室内用の幅広粘着テープを用意して

おきます。 

 

3)懐中電灯、携帯ラジオの用意 

 避難と情報収集の必需品である懐中電灯と携帯ラジオを用意して

おきます。電池のチェックや予備の電池も用意します。 

 

4)危険な場所には近寄らない 

 ブロック塀や自動販売機など、地震時の危険箇所を心に留めてお

き、地震が発生したときには近寄ってはいけません。ビルの窓ガラス

にも注意します。 

1.ｸﾞﾗｯときたら身の安全 

 

大きな揺れを感じたら、

まず身の安全を図り、揺

れがおさまるまで様子

をみる。

 

5. すばやい消火 火の始末 

 

火を消す３度のチャンス 

1.小さな揺れを感じた時 

2.大きな揺れがおさまった時 

3.出火した時 

 

2. あわてた行動 

 けがのもと  

 

屋内で転倒・落下した家

具類やガラスの破片な

どに注意する。 

 

3. 窓や戸を開け 

     出口を確保 

 

小さな揺れのとき又は

揺れがおさまったとき

に、避難できるよう出口

を確保する。 

 

6.落下物  

あわてて飛び出さない 

 

瓦、窓ガラス、看板などが落

ちてくるので注意する。. 

 

4..門や塀には近寄らない 

 

屋外で揺れを感じたら、

ブロック塀などには近

寄らない。 

 

7.正しい情報 確かな行動 

 

ラジオやテレビ、消防署、行

政などから正しい情報を得

る。 

 

8. 確かめ合おう 

わが家の安全 隣の安否 

 

わが家の安全を確認後、近隣

の安否を確認する。 

 

 

9. 協力し合って救出・救護 

 

倒壊家屋や転倒家具などの下敷

きになった人を近隣で協力し、

救出・救護する。 

 

 

10. 避難の前に安全確認 

        電気・ガス 

 

避難が必要な時には、ブレーカー

を切り、ガスの元栓を締めて避難

する。 

 



●避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

（Evacuation Sites）                       【災害
さいがい

時
じ

の避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

一覧
いちらん

】 ◎は広域避難場所、○には災害用井戸・防災倉庫を設置 
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避難場所 所在地 収容地域 備考 

大和田小学校 萱田町６２８ 大和田、萱田町 ○ 

大和田南小学校 大和田６２８ 大和田 ○ 

大和田中学校 萱田町６４５ 萱田、萱田町、ゆりのき台１・２丁目 ○ 

萱田中学校 ゆりのき台７－８－１ ゆりのき台５・７丁目 ○ 

大和田西小学校 大和田新田４０９－３ 大和田新田 ○ 

京成バラ園 大和田新田７５５ 大和田新田、緑が丘  

新木戸小学校 緑が丘２－４ 大和田新田、緑が丘、吉橋 ○ 

みどりが丘小学校 吉橋２３５７ 大和田新田、緑が丘、吉橋  

高津中学校・高津小学校一帯の地域 大和田新田、高津団地 ◎○ 

萱田小学校 ゆりのき台６－２０ ゆりのき台３・４・６・８丁目、萱田 ○ 

萱田南小学校 ゆりのき台３－７－３ ゆりのき台１・３丁目、大和田新田 ○ 

南高津小学校 高津４２１－３ 高津団地、高津 ○ 

西高津小学校 高津８３２－３８ 高津団地、大和田新田 ○ 

東高津中学校 高津１０９２ 高津、高津東 ○ 

八千代中学校 八千代台北１４－９－１ 八千代台北１４～１７丁目、高津 ○ 

IBM 八千代台グランド（旧野村証券グランド） 八千代台北１１丁目 八千代台北４丁目、８～１３丁目 ◎ 

八千代台第一公園 八千代台北３－９－１ 八千代台北２、３、５、８丁目  

八千代台西小学校 八千代台西７－２３－１ 八千代台西６・７丁目、八千代台北７丁目 ○ 

八千代台西中学校 八千代台西７－２３－３ 八千代台西５～８丁目、１０丁目 ○ 

八千代台西市民の森 八千代台西９丁目 八千代台西４、９丁目  

八千代台南市民の森 八千代台南３丁目 八千代台南１～３丁目  

八千代台東小学校 八千代台東２－５－１ 八千代台東１～４丁目 ○ 

八千代台東第二小学校 八千代台東６－２６－１ 八千代台東３～６丁目 ○ 

八千代台小学校 八千代台西１－８ 八千代台西１～３丁目、八千代台北１、６、７丁目 ○ 

八千代総合運動公園 萱田町２５３ 萱田町、村上、萱田 ◎ 

八千代高等学校 勝田台南１－１－１ 勝田台 1.2 丁目、勝田台南 1～3 丁目、勝田、村上の一部、下市場、下市場 1.2 丁目 ◎ 

勝田台小学校 勝田台２－１４ 勝田台１、２、７丁目 ○ 

勝田台中央公園 勝田台３－３１ 勝田台３、４丁目  

勝田台中学校 勝田台３－１ 勝田台３、４丁目、勝田 ◎○ 

勝田台南小学校 勝田台５－９ 勝田台５、６丁目、勝田 ○ 

村上小学校 村上団地１街区 村上団地、村上 ○ 

村上中学校 村上１６４３－５５ 村上、村上団地 ○ 

村上東中学校、村上東小学校、緑地公園、中央公園一帯の地域 村上団地、上高野 ◎○ 

村上北小学校 村上団地３街区 村上団地、村上 ○ 

阿蘇小学校 米本２５８６ 米本、下高野 ○ 

米本南小学校 米本２３０１ 米本団地、米本 ○ 

米本小学校 米本１３８６－６ 米本団地、米本 ○ 

少年自然の家 保品１０６０－２ 保品、神野、堀の内  

睦小学校 桑納１７６ 桑納、島田、桑橋、麦丸 ○ 

睦中学校 島田台７５６ 島田台、吉橋、尾崎、桑橋 ○ 

秀明大学 大学町１-１-１ 真木野、島田台、大学町、神久保、小池、佐山、平戸  

習志野演習場 八千代台北９丁目地先 八千代台地区、高津、高津団地、大和田新田 ◎ 

 

 日本は、いつ大きな地震が起きても不思議ではないといわれてい

ます。八千代市では毎年防災訓練を行っています。ぜひ一度訓練に

参加して、日頃から災害に関心を持ち、家族みんなで備えるように

しましょう。非常食などのおみやげがあります。 

○と   き  ８月２９日(日) ９：３０～１２：００ 

○と こ ろ  総合運動公園 

○問い合わせ  八千代市 総合防災課 tel:047-483-1151  

 

 

 現在、学校など 40 か所を避難場所に指定しています。このう

ち７か所は、広域的な延焼火災等に対応するための「広域避難

場所」です。 

 学校の前や街角で見かける「避難場所」の標識（写真①）は、

その地域の避難場所の名前や方向を示しています。ふだん実際

に歩いてみて、道順と場所を確認しておきましょう。 

 避難場所には、夜でも分かるように「照明付避難場所標識柱」

（写真②）が設置してあります。太陽電池を利用して停電時も

点灯します。 


